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第１章 学校施設個別施設計画の目的等 

  

１ 目的 

柏市の学校施設は，昭和４０年代後半から５０年代にかけての児童生徒が急増した時期に

一斉に整備されたものが多く，その約８割が築後３０年を経過しており，老朽化も進行して

います。 

このことから，安全性を確保しつつ，教育環境の維持及び向上を目指し，効率的，効果的

に施設整備を進めるために，柏市立学校施設個別施設計画（以下，「本計画」という。）を策

定しました。策定に当たっては文部科学省の長寿命化計画策定に係る手引きや，平成３１年

度から校舎長寿命化改修に着手する土小学校の校舎整備方針などに基づき，バリアフリー化，

多目的トイレの設置，ＩＣＴ環境の整備，環境負荷の軽減及び地域活動拠点機能整備なども

踏まえた計画としています。 

本計画は，上位計画である柏市公共施設等総合管理計画との整合を図るとともに，学校施

設の中長期的な維持管理コストの縮減や予算の平準化に努め，継続的な施設整備を行うこと

で，学校施設に求められる教育機能の確保を目的としています。 

 

２ 計画期間 

平成２８（２０１６）年度から平成６７（２０５５）年度までの４０年間を計画期間とし

ます。平成３７（２０２５）年度までを第１期計画期間とし，その後，１０年ごとに２期，３

期，４期としています。 

 

３ 対象施設 

小学校４２校，中学校２１校，高等学校１校の計６４校を対象とします。 
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第２章 学校施設を取り巻く現状と課題 

 

１ 学校施設の概要 

柏市では，小，中，高等学校計６４校の学校施設を保有しています。全施設の合計延床面積

は約４０．２万㎡です。 

小中学校の大部分は適正規模校（１２～２４学級）ですが，小学校では，大規模校（２５学

級以上）が５校，小規模校（１１学級以下）が７校，中学校では，小規模校（１１学級以下）

が５校となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 小学校施設一覧（平成 30（2018）年 5月 1日現在）      ※築後年数赤字：築 30年以上 

西暦 和暦
普通
学級

特別
支援

1 柏第一小学校 あけぼの1-7-6 柏中央 6,149 1963 S38 55 655 20 3 こどもルーム

2 柏第二小学校 豊四季310 新富 5,497 1965 S40 53 572 18 2 こどもルーム

3 柏第三小学校 若葉町4-54 富里 7,430 1965 S40 53 1,017 31 4 こどもルーム

4 柏第四小学校 松ケ崎1182-9 高田・松ヶ崎 6,092 1969 S44 49 737 24 1 こどもルーム

5 柏第五小学校 柏932-7 柏中央 7,073 1968 S43 50 972 29 4 こどもルーム

6 柏第六小学校 豊四季台4-2-1 豊四季台 5,012 1963 S38 55 471 16 3 こどもルーム

7 光ケ丘小学校 流山市向小金4-20-1 光ケ丘 6,224 1968 S41 50 818 25 2 こどもルーム

8 土小学校 増尾4-4-1 増尾 5,251 1966 S41 52 383 12 4 こどもルーム

9 富勢小学校 布施925-1 富勢 5,592 1965 S40 53 713 22 4 こどもルーム

10 田中小学校 大室1193-3 田中 5,421 1963 S38 55 762 22 3 こどもルーム

11 田中北小学校 大青田1536-1 田中 4,584 1973 S48 45 185 7 1 こどもルーム

12 土南部小学校 新逆井1-10-1 南部 5,556 1969 S44 49 692 22 4 こどもルーム

13 柏第七小学校 篠籠田723-1 豊四季台 6,224 1970 S45 48 634 19 3 こどもルーム

14 柏第八小学校 永楽台2-8-1 永楽台 5,663 1971 S46 47 529 17 2 こどもルーム

15 酒井根小学校 酒井根19-2 酒井根 5,592 1971 S46 47 634 19 3 こどもルーム

16 西原小学校 西原4-17-1 西原 6,430 1972 S47 46 606 19 3 こどもルーム

17 旭小学校 旭町6-5-17 旭町 5,560 1973 S48 45 617 19 2 こどもルーム

18 藤心小学校 藤心880-1 藤心 4,424 1974 S49 44 443 16 2 こどもルーム

19 中原小学校 中原1821-1 増尾 6,196 1975 S50 43 666 20 3 こどもルーム

20 酒井根西小学校 酒井根662-1 酒井根 5,024 1976 S51 42 243 11 1 こどもルーム

21 高田小学校 高田376-3 高田・松ヶ崎 5,258 1977 S52 41 563 18 2 こどもルーム

22 名戸ケ谷小学校 名戸ケ谷474-1 増尾 4,903 1976 S51 42 328 12 3 こどもルーム

23 増尾西小学校 増尾台3-5-9 増尾 6,137 1978 S53 40 534 17 2 こどもルーム

24 逆井小学校 逆井452-2 南部 5,843 1978 S53 40 356 12 2 こどもルーム

25 富勢東小学校 布施2176-2 富勢 5,255 1979 S54 39 98 6 1 こどもルーム

26 豊小学校 豊四季610-2 富里 5,048 1980 S55 38 636 20 3 こどもルーム

27 酒井根東小学校 酒井根1-2-1 酒井根 5,285 1981 S56 37 500 17 3 こどもルーム

28 旭東小学校 旭町5-3-9 旭町 4,072 1981 S56 37 303 12 2 こどもルーム

29 松葉第一小学校 松葉町5-3 松葉 6,086 1981 S56 37 660 22 3 こどもルーム

30 花野井小学校 花野井1652-34 田中 5,703 1982 S57 36 271 12 1 こどもルーム

31 松葉第二小学校 松葉町2-16 松葉 5,852 1982 S57 36 694 21 4 こどもルーム

32 富勢西小学校 布施84-2 富勢 5,432 1983 S58 35 173 7 2 こどもルーム

33 十余二小学校 柏の葉4-4-1 田中 5,123 1987 S62 31 583 19 3 こどもルーム

34 風早南部小学校 藤ケ谷新田111-2 風早南部 5,513 2010 H22 8 277 11 2 こどもルーム

35 風早北部小学校 大井1854-1 風早北部 5,967 1970 S45 48 865 26 3 こどもルーム

36 手賀西小学校 泉541 手賀 2,792 1972 S47 46 169 6 2 こどもルーム

37 手賀東小学校 手賀479-7 手賀 3,026 1984 S59 34 51 6 1 こどもルーム
(H31年度開所)

38 高柳小学校 高南台3-14-12 風早南部 5,847 1972 S47 46 742 23 4 こどもルーム

39 大津ケ丘第一小学校 大津ケ丘3-50 風早北部 5,678 1978 S53 40 321 12 2 こどもルーム

40 大津ケ丘第二小学校 大津ケ丘4-8 風早北部 4,632 1978 S53 40 335 12 2 こどもルーム

41 高柳西小学校 しいの木台3-2 風早南部 4,605 1980 S55 38 389 12 2 こどもルーム

42 柏の葉小学校 十余二348-51 田中 10,390 2012 H24 6 810 26 2 こどもルーム

233,441 22,007 717 105

住所

小学校42校　 計

名称

小
学
校

20地域
築後
年数

建築年度
複合・併設

学級数（学級）
延床面積

（㎡）
児童生徒数

（人）



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 中学校・高等学校施設一覧（平成 30（2018）年 5 月 1日現在）  ※築後年数赤字：築 30年以上 

 

        ＜小学校＞                   ＜中学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 学校別学級数（平成 30（2018）年 5月 1日） 

※ 「柏市立小学校及び中学校の適正配置に関する基本方針」では，学校規模の定義を「小規模：１１学級以下，適正

規模：１２～２４学級，大規模：２５学級以上」としています。  

西暦 和暦
普通
学級

特別
支援

1 柏中学校 明原4-1-1 豊四季台 13,405 2001 H13 17 478 14 2

2 柏第二中学校 弥生町6-6 新田原 7,867 1970 S45 48 770 22 3

3 土中学校 増尾1-23-1 増尾 5,912 1966 S41 52 216 7 -

4 富勢中学校 根戸467-1 富勢 7,224 1966 S41 52 539 16 2

5 田中中学校 大室249-9 田中 6,663 1970 S45 48 511 15 2

6 光ケ丘中学校 光ヶ丘4-23-1 光ケ丘 6,670 1968 S43 50 530 15 2

7 柏第三中学校 篠籠田987-1 豊四季台 7,352 1972 S47 46 374 11 3

8 柏第四中学校 名戸ケ谷1-6-8 永楽台 6,237 1973 S48 45 392 12 2

9 南部中学校 南増尾6-16-1 南部 6,212 1974 S49 44 369 12 1

10 柏第五中学校 高田919-1 高田・松ヶ崎 6,695 1977 S52 41 592 18 1

11 酒井根中学校 酒井根1-3-1 酒井根 7,613 1978 S53 40 722 21 2

12 西原中学校 西原6-13-1 西原 6,889 1979 S54 39 513 16 1

13 逆井中学校 逆井555 藤心 7,184 1981 S56 37 612 18 3

14 松葉中学校 松葉町3-14 松葉 7,212 1981 S56 37 577 17 3

15 中原中学校 中原1816-2 増尾 6,457 1986 S61 32 476 14 1

16 豊四季中学校 豊四季287-7 新富 7,189 1990 H2 28 611 18 1

17 風早中学校 塚崎1319 風早北部 5,587 1967 S42 51 309 9 2

18 手賀中学校 柳戸690 手賀 3,807 1968 S43 50 77 3 1

19 大津ケ丘中学校 大津ケ丘1-25 風早北部 6,896 1978 S53 40 560 16 2

20 高柳中学校 高南台1-1-1 風早南部 6,374 1981 S56 37 561 16 2

21 柏の葉中学校 柏市十余二337-93 田中 9,353 2017 H29 1 90 4 2

148,798 9,879 294 38

1 柏高等学校 船戸山高野325-1 田中 19,985 1978 S53 40 969 24 －

19,985 969 24 －

402,224 32,855 1,035 143学校施設64校 合計

住所名称

高等学校1校　計

中学校21校 計

20地域
築後
年数

建築年度

中
学
校

複合・併設
学級数（学級）

延床面積
（㎡）

児童生徒数
（人）

（校） （校）

（学級数） （学級数）

大規模校

標準規模校
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 ２ 児童生徒数及び学級数の推移 

  (1) 小学校・中学校 

   ア 児童生徒数の変化 

 平成３０（２０１８）年度の児童生徒数は３１，８８６人で，児童生徒数がピーク時の

昭和５９（１９８４）年度から３７％減少しています。近年は横ばい傾向にあり，平成３

６（２０２４）年度まで同様の傾向と予測していますが，その後は微減に転じ，２０年後

までに約１０％（約０．３万人）の減少予測となっています。 

 一方，学校数は，児童生徒数ピーク時は５８校でしたが，新しいまちづくりに合わせて，

児童生徒が急増する地域で学校の分離新設が行われたため，現在は６３校に増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 児童生徒数の推移及び将来予測 

 

出典：「学校要覧（平成３０（２０１８）年度までの実績値）」 

  推計①⇒平成３０（２０１８）年５月１日時点の住民基本台帳の児童生徒数に基づく推計 

  推計②⇒「柏市の将来人口推計（２０１８年４月）」のコミュニティエリア別将来推計人口に基づく推計 

  推計③⇒「柏市の将来人口推計（２０１８年４月）」の５～１４歳人口の減少率に基づく推計 

※ 特別支援学級について 

平成３０（２０１８）年度までは実数 

平成３１年（２０１９）年以降は，平成３０（２０１８）年の数値を毎年計上 
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   イ 地域別児童生徒数の変化 

柏市全体の児童生徒数の変化は当面横ばいの予測ですが，地域別にみるとその傾向が

異なっています。 

今後も増加傾向が続き，当面は教室確保を優先的に取り組む必要がある地域，すでに減

少傾向で，今後も減少が続き余裕教室活用や減築などの検討が必要な地域，増加校と減少

校が混在し，同じ地域内で学校により傾向が異なる地域に分けられ，それぞれ必要となる

対策が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 児童生徒数の傾向による地域別分類  
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   ウ 学校別学級数の変化＜小学校＞ 

現在（平成３０（２０１８）年）から２０年後（平成５０（２０３８）年）の学校別学

級数の変化をみると，田中小や柏の葉小で１０学級以上の増加が予測されており，教室不

足が懸念されます。 

一方で，土南部小や藤心小は，１０学級以上の減少が予測されており，今後，余裕教室

が多く発生すると考えられます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 小学校の学校規模と学級数の変化（平成３０（２０１８）年から平成５０（２０３８）年） 

 

 

 

  

＜現在（平成30（2018）年5月1日）＞

＜20年後（平成50（2038）年）の学級数変化＞

南部は減少予測で
小規模校が立地

北部は増加予測
の学校が立地
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   エ 学校別学級数の変化＜中学校＞ 

現在（平成３０（２０１８）年）から２０年後（平成５０（２０３８）年）の学校別学

級数の変化をみると，柏の葉中で１０学級以上の増加が予測されており，教室不足が懸念

されます。 

一方で，柏五中他６校は４学級以上の減少が予測されており，今後，余裕教室が発生す

ることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 中学校の学校規模と学級数の変化（平成３０（２０１８）年から平成５０（２０３８）年） 

 

 

 

  

北部・中央部
は増加予測

の学校が立地
＜現在（平成30（2018）年5月1日）＞

＜20年後（平成50（2038）年の学級数変化＞
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 (2) 高等学校 

ア 市立柏高校の状況 

 市立柏高校は，全日制普通科（一般コース・総合進学コース・国際教養コース）と，

スポーツ科学科によって構成されています。 

 全校生徒９６９人のうち，約８８％にあたる８４８名が普通科に，１２１名がスポー

ツ科学科に在籍しています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生徒数の推移 

 定員制の公立高校のため，過去３年間の生徒数は各年ほぼ同一となっています。 

 平成３１（２０１９）年度の生徒募集は，前年と同じ全日制普通科２８０名，スポー

ツ科学科４０名であることから，生徒数に大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 高等学校過去３年間の生徒数の推移 

 

  

生徒数
（人）

学級数
（学級）

在籍者数 通常学級

全日制普通科 848 21

スポーツ科学科 121 3

37,959 24,620 19,985 969 24

19,985 40

課程住所
建物敷地

面積
（㎡）

グラウンド
面積
（㎡）

延床面積
（㎡）

築後
年数

建築
年度

S53
(1978)

名称

柏市立柏高等学校 船戸山高野325番地の１ 37,959 24,620

表 3 高等学校施設一覧 

844 844 848

122 121 121

966 965 969
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1200
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スポーツ科学科
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児童生徒数
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（年度）
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築20年以上 323棟（84%） 39.5万㎡（86%）

対象建物
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46.2万㎡

（年度）

築30年以上 274棟（71%） 36.5万㎡（79%）
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築30年以上 78棟（63%） 11.4万㎡（72%）
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柏一小校舎
柏三小屋内運動場
柏六小 校舎
田中小校舎
（最古）

（1971年より前の建築）
41棟 12.7％ 6.6万㎡ 16.4％

全64施設 324棟 40.2万㎡

小学校
（42施設 194棟 23.3万㎡）

中学校
（21施設 123棟 14.8万㎡）

高等学校
（1施設 7棟 2.0万㎡）

新耐震基準（1852年より後の建築）
138棟 13.3万㎡（33.1％）

旧耐震基準（1981年以前の建築）
186棟 26.9万㎡（66.9％）

築30年以上の建物が
約8割で老朽化が進む

中学校（校舎）

中学校（体育館）

小学校（体育館）

小学校（校舎）

高等学校（体育館）

高等学校（校舎）

中学校（武道場）

中学校（給食棟）

小学校（給食棟）

高等学校（部室棟）

柏の葉中
（最新）

児童生徒数の推移

近年整備した学校は規模が
大きく、仕様も異なる

児童生徒数のピーク時に、
ほぼ全ての校舎を集中して整備した

建物用途 棟数 面積（㎡） 割合（%）

校舎 190 316,238 79%

屋内運動場 64 58,660 15%

武道場 19 10,339 3%

給食室 50 16,025 4%

部室 1 962 0%

合計 324 402,224 -

３ 建物の保有状況 

 (1) 保有状況 

 校舎及びそれに付帯する全ての建物（屋内運動場，武道場，給食室等）の床面積を小・中・

高等学校別にみると，小学校約２３．４万㎡，中学校約１４．８万㎡，高等学校約２万㎡，

総合計は約４０．２万㎡で，小学校が約５８％を占めます。 

 建物用途でみると，校舎が約７９％を占め，校舎の老朽化対策が重要な課題となります。 

 

 (2) 築年別整備状況 

 築年数別にみると，柏市の学校施設は築３０年以上の建物が全体床面積の約８０％と，老

朽化が進んでいます。最も古い建物は，昭和３８（１９６３）年度の建物で，平成３０（２

０１８）年度現在，築後５５年経過しています。昭和５３（１９７８）年度から昭和５６（１

９８１）年度にかけては児童生徒数の増加により，多くの建物が建設され，特に昭和５３（１

９７８）年度は，３１棟で約４．５万㎡と集中しています。近年では，柏の葉小（平成２４

（２０１２）年度），柏の葉中（平成３０（２０１８）年度）が整備されました。 

 耐震基準別でみると，旧耐震基準の建物が１８６棟で約２６．９万㎡となり，全体床面積

の約６７％を占めています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 築年別整備状況  
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Ａ 概ね良好

Ｂ
部分的に劣化

（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ
広範囲に劣化

（安全上、機能上、低下の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）
（躯体の耐久性に影響を及ぼしている）
（設備が故障し施設運営に支障をきたしている）

良好

劣化

基 準 経過年数による目安

標準耐用年数の半分以内

標準耐用年数以内

標準耐用年数を超過

著しい劣化事象がある場合

 ４ 老朽化状況の把握 

 (1) 構造躯体の健全性 

 構造躯体の健全性については，既存の耐震診断報告書のデータと，現地調査（目視調査）

の結果から評価しました。 

ア 既存の耐震診断報告書のデータによる評価  

 耐震診断時のデータによりコンクリート圧縮強度が１３．５Ｎ/㎟以下となった建物は，

柏六小（昭和４２（１９６７）年度）及び光ケ丘中（昭和４３（１９６８）年度）の校舎

の２棟です。どちらも耐震補強工事を実施しており，耐震性に問題はありませんが，長寿

命化を行い長期に使用していくには適していません。 

イ 現地調査による評価  

 現地調査の結果，老朽化により補修が必要な箇所はありましたが，構造的に大きな問題

のある建物はありませんでした。 

   ウ まとめ 

 耐震診断報告書のデータ及び現地調査の結果から，柏六小及び光ケ丘中の校舎２棟を

除き，長寿命化可能と判断します。 

 

  (2) 構造躯体以外の劣化状況評価 

構造躯体以外に計画的な修繕が必要と考えられる部位（屋上・外壁・外部建具・内装・電

気・給排水・空調・その他設備・プール・グラウンドなど）の現地確認により，建物ごとに

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階の評価付けを行いました。また，あわせてユニバーサルデザインの

導入状況（バリアフリー化と多目的トイレ（車いすへの対応）の設置の有無）とトイレ改修

の実施状況を調査しました。これにより柏市の学校施設の傾向をつかみ，施設整備の優先順

位付けや，今後の整備費用を想定する基礎資料とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 劣化状況評価基準 
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屋内運動場（64棟）の劣化状況

Ａ評価 Ｂ評価

Ｃ評価

対象部位無

Ｄ評価

   ア 部位ごとの劣化 

    (ｱ) 校舎 

外部については，屋根・屋上のアスファルト保護防水が施工後４０年以上経過したもの，

塗膜防水，シート防水が施工後２０年以上経過したものについて，広範囲の劣化が見られ

ます。外壁は過去に改修が行われている場合も，広範囲に劣化が進んでいます。 

 内部については，直ちに改修が必要な状態ではありませんが，木製の間仕切りや，ガラ

ス戸など安全面を考慮し改修が必要な棟もあります。また，各設備については受水槽，配

管，配線，照明器具等各設備の全面的な更新が必要になっています。 

(ｲ) 屋内運動場 

 これまでに改修を行っていない建物で外部内部ともに劣化が見られます。特に床は，劣

化による事故の発生も報告されており，今後改修が必要になります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 9 調査結果の概要（校舎・屋内運動場） 

   イ 構造躯体以外の老朽化状況まとめ 

校舎では，築後３０年以上で屋根・屋上，外壁が劣化が進行している棟が多く，改修が

必要です。長寿命化の際には内部の学習環境・生活環境の変化に対応するため，古い仕

様・設備の更新が必要となります。しかし，改修後の使用年数によっては大規模な改修に

利点がないことがあるため，建替との整備費用の比較により今後の方向性を判断する必

要があります。 

同様に，屋内運動場なども，経年劣化への対応，古い設備の更新が必要となります。 
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その他施設整備費

維持修繕費

（億円）

耐震補強：2015年度までに完了

トイレ改修

柏の葉中の新設除く
平均 22.3億円/年

柏の葉中
新設事業

過去6年間の施設関連経費の
平均 35.7億円/年

新設校の整備を除いた既存建物の改築・
改修は22.3億円/年。
近年は耐震補強とトイレ改修、新設工事、
老朽化部位の改修で、機能向上含む大規
模な改造は行っていない。

 ５ 学校施設関連経費 

 (1) 学校施設関連経費の推移 

 柏市の過去６年間の施設関連経費は３５．７億円/年です。直近３年間で柏の葉中の新設

工事を行っており，この新設経費を除いた場合２２．３億円/年となります。平成２７ 

（２０１５）年度までに耐震改修を完了し，以降，継続してトイレ改修と小規模工事などを

行ってきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 過去 6 年間の施設関連経費の推移 

  

 (2) 将来施設経費の推計  

ア 建替型 

 築後６０年で建替を行う条件で試算した場合，計画期間である平成６７（２０５５）年

度までの３８年間で，総額２，１０６億円，年平均５５億円/年で，過去の施設関連経費

（新設を除く）２２．３億円/年と比較して２．５倍となります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 建替型の試算結果（今ある建物を６０年で建替した場合） 
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前倒し
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施設関連経費

22.3億円/年

2018～2055
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1,744億円

2018～2055
（38年間）の平均

46億円/年

現在

直近5年間
64億円/年

先送り

長寿命化改修 大規模改修緊急修繕費

施設整備費（実績）

建替

イ 長寿命化型 

 建物の目標使用年数を延ばすため，「全ての棟で築後４０年で長寿命化改修（老朽化対

策）を行い，築８０年まで使用する」と仮定すると，建替型と比較し，整備費用は１７％

減少しますが，長寿命化改修の時期を同時に迎えるため，直近５年間では年間８４億円と

短期間で多額の費用が必要になります。全ての建物を長寿命化していくと将来的には同

時に建替時期の集中を迎えることになり，再び短期間で多くの整備費用が必要になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 長寿命化型の試算結果（築後４０年で長寿命化改修をした場合） 

ウ 建替と長寿命化の併用 

 学校施設が全体的に老朽化しているため，一律の整備条件で建替や長寿命化改修を行

うと，予算の平準化が難しくなっています。今後は，予算の縮減・平準化と効率的な施設

整備を両立するため，老朽化状況を踏まえて設定した優先順位に従い，建替と長寿命化改

修を併用して整備を行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 建替と長寿命化の併用型の手法 

  

効率的に改修の先送り、建替の前倒しを

行うことで、整備費用が平準化される。 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024 2026 2028 2030 2032 2034 2036 2038 2040 2042 2044 2046 2048 2050 2052 2054

（億円）

建替
大規模改修

施設整備費
（実績） 2.1倍

緊急修繕費

2018～2055
（38年間）の総額

1,744億円

2018～2055
（38年間）の平均

46億円/年

長寿命化改修

現在

この部分の長寿命化改修費
を短期間で賄うのは難しい

建替型から17%減

建替型からの削減効果

直近5年間
84億円/年過去の

施設関連経費
22.3億円/年



14 

第３章 学校施設整備方針 

 

 １ 学校施設の目指すべき姿 

 学校施設は，子どもたちの学ぶ意欲と学ぶ習慣を育て，生涯学び続ける力を育むためにふさ

わしいものとするとともに，十分な防災性，防犯性などの安全性を備えた安心感のあるものと

することが必要です。 

 また，地域の活動を支えるコミュニティの拠点としての役割，非常災害時における避難所と

しての役割など，様々な機能強化が求められています。 

 これらの課題を踏まえ，次のような４つの視点から，学校施設のあるべき姿の実現を目指し

ていきます。 

 (1) 児童生徒や教職員の学習環境・生活環境の向上 

  学校は，児童生徒が１日の大半の時間を過ごす学習，生活の場であるため，快適な学習環

境，生活環境を確保することが重要です。さらに，近年の多様な学習内容，学習形態に対応

し，時代に即した多機能かつ高機能な教育環境を確保することも必要です。主体的・対話的

で深い学びの実現を支える施設を目指し，児童生徒の持つ豊かな創造性を発揮できる施設整

備を進めます。 

 また，職員室をはじめ，教職員の休憩室，更衣室及び打合せスペースなど，職場環境の向

上にも配慮します。 

 (2) 安全性やセキュリティ，防災などを考慮した施設 

 学校施設は，児童生徒の多様な行動に対し，十分な安全性を確保し，安心感のある施設と

して整備することが重要です。万が一事故が発生してもその被害が最小限になるよう配慮

します。外部からの来訪者を確認しやすい配置や，児童生徒に教職員の目が届きやすい教室

配置及び学校敷地内の歩車分離などを検討します。また，災害時には学校運営をしながら避

難所が開設できるよう，各運営の動線を考慮した配置を検討します。 

 (3) バリアフリーなどインクルーシブ教育への対応 

 学校施設は，障害のある児童生徒及び教職員などが安全かつ円滑に学校生活が送れるよ

うに整備することが重要です。バリアフリー化に当たっては，施設の運営，管理及び人的支

援などのサポート体制との連携を考慮します。 

 (4) 家庭・地域に根差した学校づくり 

 社会がますます複雑多様化し，学校だけでは解決できない課題に対応するため，家庭・地

域との連携や協力が必要です。保護者や地域住民と目指すべき学校の姿を共有し，理解と協

力を得ながら，連携，協働が可能な学校施設を整備します。 

 将来的に地域開放が想定される特別教室や多目的室などについては，地域利用の動線や

セキュリティを考慮した室配置を検討します。 
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 ２ 学校施設整備方針 

 学校施設整備において，学校施設の目指すべき姿を実現しつつ，恒久的に全ての児童生徒に

良好な学校環境を提供することは重要です。そこで，次の４つの方針に基づき，取り組みを推

進します。 

  (1) 建替と長寿命化の併用による効率的な施設整備 

 柏市の学校施設は，整備時期が集中しているため，一斉に建替時期を迎えます。限られた

財政状況で，効率的に施設整備を実施するため，長寿命化改修工事を実施し，建物の目標使

用年数をこれまでの６０年から８０年とします。ただし，躯体の詳細調査で圧縮強度 

１３．５Ｎ/㎟以下の校舎や旧耐震基準で建てられた校舎の内，より基準の古い昭和４６ 

（１９７１）年以前に建てられたものは長寿命化せず，建替で対応します。 

 築年数や躯体の健全性，躯体以外の劣化状況及び大規模改修の実施状況から，長寿命化改

修だけでなく建替を含めながら整備方式を設定し，優先順位をつけて効率的・効果的に実施

します。また，優先順位の設定に当たっては，今後の児童生徒数の動向を踏まえて決定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 14 長寿命化型のイメージ 

長寿命化改修

長寿命化型のイメージ

築40年で機能向上を含む長寿命化改修を行い、築80年まで使用します。

中間年（築20・60年）で計画的に大規模改修を行い、長く安全に建物を使います。

大規模改修
長寿命化改修

大規模改修
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約80年間
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• 故障、不具合修繕 等
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• 開口部改修(サッシ交換)
• 内部改修（学習形態への
対応）

• 機能向上に伴う設備シス
テム変更・機器交換

（配管・配線類含む）
• バリアフリー改修
• 防災・防犯改修
• 省エネ化・高耐久改修

• 構造躯体改修
• 屋上防水改修
• 外壁改修
• 内部改修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

機
能
回
復
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天井

更新（吸音石膏ボード）

照明

更新（LED照明）

床

更新（木質フローリング,
塩ビシート）

ロッカー

更新

パーティション

更新

黒板

更新（上下可動式）

壁

更新（再塗装）

掲示板

更新

外部開口部

改修（アルミサッシ）
（複層ガラス,

強化ガラス）

ガラス

更新（強化ガラス）

空調

改修（マルチエアコン）

  (2) 地域の実情に応じた効果的かつ段階的な対策の実施 

 児童生徒数の予測など地域の実情に応じ，通学区域の変更を検討の上，増加予測校につい

ては，余裕教室の普通教室への転用や増築により教室不足に対応し，減少予測校については，

多目的室の設置など，余裕教室の他用途への転用又は減築を実施します。 

 また，学校適正規模を外れ，一定の教育環境を維持できない場合には，柏市立小学校及び

中学校の適正配置に関する基本方針に基づき，学校の分離新設や隣接校との集約化（統合）

など，学校規模や教育環境の適正化に向けた検討を優先的に進めます。 

 

  (3) 新学習指導要領への対応等教育環境の充実 

 建替や長寿命化改修時には，ＩＣＴを活用した教育に対応可能な普通教室，メディアセン

ター及び多目的教室の整備など，新学習指導要領へ対応すると共に，エレベーターや入口へ

のスロープを設置し，バリアフリー化によるインクルーシブ教育への対応を実施します。そ

のため，新たな整備水準を設定し，教育環境の向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 整備イメージ（普通教室） 
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屋上防水（外断熱露出防水）

外壁（断熱化・塗装）
給排水設備（受水槽・配管）の更新・改修

トイレ（ドライ化・洋式化）

エレベーターの設置

スロープ等による段差解消

プール等の改修

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 整備イメージ（外部） 

 

 (4) 学校施設の有効活用（複合化・共用化） 

 過去，児童生徒数の増加にあわせて整備された学校では，現在は普通教室を他の目的で活

用するなど，余裕教室を保有しています。 

 今後は校舎の建替や長寿命化改修時には，こどもルームや図書館分館など他施設との複合

化や共用化について検討します。複合化や共用化にあたり，セキュリティなど学校側の負担

にならない管理・運営に配慮します。 

 

 ３ 施設整備の水準 

 学校の施設整備にあたっては，設定した改修メニューから算出した改修費用と市の財源を勘

案した上で，改修内容を設定します。 

 外部については屋上防水・外壁の改修，サッシの交換などを行います。内部については全体

的な改修や給排水設備の更新も実施します。また，断熱化やＬＥＤ照明など省エネルギー化を

考慮します。 

メディアセンターの設置など学習環境の向上，エレベーターやスロープなどバリアフリー化

に対応し機能向上を図ります。 
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図 17 改修時の仕様  
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第４章 学校施設長寿命化計画 

 

 １ 長寿命化計画の策定にあたって 

 長寿命化計画は，前述した学校施設を取り巻く現状と課題，学校施設整備方針に基づいて，

各学校の整備方式，内容及びスケジュールを決定し，建替と長寿命化改修を併用して整備費用

のバランスをとり，財政目標ラインを設定した上で第１期から第４期までの整備計画を立て

るものとします。 

 

 ２ 整備方式の考え方 

 (1) 整備方式の決定 

 ア 校舎 

(ｱ) 整備方式の設定   

 校舎については長寿命化改修と建替を選択するにあたって，学校単位で次の整備方式

を設定しました。 

 整備方式 施設の状況 整備内容 

全体建替型 平成３０（２０１８）年時点で築年数

が４７年以上の棟（※１）が全体の７

割以上 

全ての棟を建替する 

長寿命化型 平成３０（２０１８）年時点で築年数

が４７年以上の棟が無い 

全ての棟を長寿命化改修する 

建替・長寿命化

併用型 

平成３０（２０１８）年時点で築年数

が４７年以上の棟が全体の７割未満 

築年数が４７年以上の棟は建替，４７

年未満の棟は長寿命化改修する 

大規模改修型 長寿命化改修型 大規模改修を実施し，２０年後に長寿

命化改修する 

建替型（※２） 大規模改修を実施し，２０年後に建替

する 

※１ 旧耐震基準で建築した校舎のうち，より基準の古い昭和４６（１９７１）年以前のも

の（築年数が４７年以上の棟）は，長寿命化の際に躯体の補修費や劣化に対する改修，

機能向上のための改修に整備費用をかけても，残りの使用年数に対して整備費用面で利

点が少なくなるという観点から，長寿命化改修を実施せずに建替とする。 

※２ 建替までに２０年以上ある場合は直近に大規模改修を実施し，顕在化している老朽化

事象について改善を行う。 

表 4 整備方式 

  



20 

(ｲ) 対象校（整備方式別） 

  整備方式ごとの対象校は以下になります。 

整備方式 
学校名 

小学校 中学校，高等学校 

全体建替型 柏一小，柏六小，柏七小，柏八小，

酒井根小，風早北小 

手賀中 

長寿命化型 土小，田中北小，西原小，旭小，

藤心小，中原小，酒井根西小， 

高田小，名戸ケ谷小，増尾西小，

逆井小，富勢東小，豊小，旭東小，

酒井根東小，松葉一小， 

花野井小，松葉二小，富勢西小，

十余二小，手賀西小，手賀東小，

高柳小，大津一小，大津二小， 

高柳西小 

柏三中，柏四中，南部中，

柏五中，酒井根中，西原中，

逆井中，松葉中，中原中，

豊四季中，大津ケ丘中， 

高柳中， 

 

市立柏高校 

建替・長寿命化併用型 柏二小，柏三小，柏四小，柏五小，

光小，富勢小，田中小，土南部小 

柏二中，富勢中，土中， 

田中中 

大規模改修型 長寿命化型 風早南小，柏の葉小 柏中，柏の葉中 

建替型  光ケ丘中，風早中 

柏市公共施設等総合管理計画個別施設再編方針で，学校規模や教育環境の適正化に向けた検討を行い，

その結果によって，整備方式，内容及びスケジュールが変更となる場合があります。 

表 5 整備方式別一覧表 

(ｳ) 整備内容  

ａ 建替 

 校舎建替は以下の内容を考慮し計画します。 

（a） 児童生徒推計を反映させ，校舎の規模を決定 

（b） 適正規模（普通学級２４学級）までは鉄筋コンクリート造で建設 

（c） 過大規模校（普通学級２５学級以上）となる場合は，適正規模化に対応できる

よう構造を検討 

（d） エレベーターの設置などバリアフリー化 

（e） ＩＣＴを活用した教育に対応可能な普通教室，メディアセンターの整備 

（f） 学年ごとの学習に対応できる多目的教室の整備 

（g） 複合化・共用化の検討 

ｂ 長寿命化改修，大規模改修 

 長寿命化改修も大規模改修も建物や設備の機能回復を行う部分は共通ですが，長寿

命化改修工事では実施時に今後の学校のあり方や授業形態を検討して，教室配置の変

更などの機能面の向上や児童生徒推計を考慮し地域の実情に応じた増築・減築，複合

化・共用化を行います。 
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長寿命化改修工事 大規模改修工事 

 以下の内容で機能回復，機能向上を実施。 

１ 屋上防水改修 

２ 外壁改修 

３ 内装改修 

４ 設備機器の更新，配管の更新 

５ 電気設備の更新 

 教室配置の変更，増築・減築，複合化・共用

化などの検討を行い実施。 

 以下の内容で機能回復を実施。 

１ 屋上防水改修 

２ 外壁改修 

３ 給水配管の更新（受水槽以降） 

４ 内装改修 

 教室配置の変更は行わない。 

表 6 校舎の長寿命化改修と大規模改修の整備内容 

   イ 校舎以外 

    (ｱ) 屋内運動場，武道場の整備内容 

 屋内運動場は全て長寿命化改修を実施し，築後８０年まで使用するものとします。武

道場については築後４０年で大規模改修を実施します。 

屋内運動場  武道場 

 以下の内容で長寿命化改修を実施。 

１ 屋根改修（カバー工法） 

２ 外壁改修・外部開口の更新 

３ 床，壁など内装改修 

４ 多目的トイレの設置 

５ 照明器具ＬＥＤ化 

  以下の内容で大規模改修を実施。 

１ 屋根改修（状態確認の上塗装改修） 

２ 床改修 

３ トイレ改修 

４ 照明ＬＥＤ化 

表 7 屋内運動場・武道場の整備内容 

(ｲ) 給食室・プールの整備内容  

 給食室整備は，平成３１（２０１９）年度に学校給食のあり方を検討した上で，整備

方針を決定します。プールは新学習指導要領を基に整備方針を決定します。 

(ｳ) 設備（受変電設備・電灯設備・空調設備）の改修内容  

 設備は耐用年数に応じて更新のサイクルを設定します。ただし，電灯については蛍光

灯からＬＥＤ照明へ切り替えを行います。 

受変電設備・電灯設備  空調設備 

１ 受変電設備 

  設置年度を基準として３０年で更新。 

２ 電灯設備 

 ２０２０年で蛍光灯の照明器具の生産が

終わるため，２０３０年を目標にＬＥＤ照明

器具に切替を行う。 

 １ 個別空調方式 

 機器は１５年毎の更新を基本とする。設置

後１５年で機器のみ更新し，設置後３０年で

機器及び配管を更新する。 

２ 全館空調方式 

  機器，配管共に設置後２５年で更新する。 

表 8 設備（受変電設備・電灯設備・空調設備）の整備内容 
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■ 将来施設経費の推計（建替と長寿命化改修を併用し、平準化）

詳細な実態把握に基づき、建替・長寿命化改修を選択、効率的な修繕・改修により整備費用を削減。

第１期 第２期 第３期 第４期

現在

過去の
施設関連経費

22.3億円/年

建替

大規模改修施設整備費
（実績）

長寿命化改修

トイレ，空調設備，給食室等の改修

（億円）

（年度）

直近7年間
総額 260 億円

37 億円/年

17年間総額
716 億円

42 億円/年

27年間総額
1215 億円
45 億円/年

37年間総額
1618 億円
44 億円/年

財政目標ライン

40億円/年に抑える

経常修繕費

建替と長寿命化を併用する

３ 長期の整備費用 

財政目標ラインを４０億円に設定し，長寿命化改修後４０年間建物を使用することを前提

に，整備費用の想定を行いました。老朽化状況，棟の経年および，各棟の面積を勘案し，各学

校の整備時期を振り分けています。 

計画期間について整備費用は概ね平準化でき，建替の集中も削減できました。 

国の補助制度を活用し，さらに，児童生徒数の実態に合わせた適正配置・適正規模化による

費用削減を図ることで，財政目標ラインの中で計画を実施するものとします。なお，財政目標

ラインについては，社会経済情勢の変化に伴う柏市の財政状況により，見直しすることがあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 将来施設経費の推計（建替と長寿命化の併用） 

 

４ 整備スケジュール 

整備時期を１期から４期に分け，平成３１（２０１９）年から平成６７（２０５５）年まで

の３７年間で財政目標ラインにおさまるように整備時期を振り分けています。 

校舎については第１期７年間で，児童生徒数の急増と老朽化に対応し柏三小，田中小で建替

を含む施設整備を実施，土小は長寿命化改修のモデル校として工事を実施します。屋内運動場

については，年３校を目安に長寿命化改修を実施します。 

なお，整備スケジュールは，社会的情勢の変化に伴う柏市の財政状況により見直しすること

があります。 
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第１期 (平成 31(2019)年～平成 37(2025)年) 

建物 小学校 中学校・高等学校 

校舎 柏三小①，土小，田中小，西原小， 

中原小，逆井小，高柳小 

柏四中，大津ケ丘中 

市立柏高校① 

屋内運動場 柏二小，田中小，柏七小，酒井根小， 

旭小，藤心小，名戸ケ谷小，豊小， 

酒井根東小，松葉二小，風早北小， 

手賀西小 

田中中，土中，富勢中，光ケ丘中，

柏四中，酒井根中，松葉中， 

大津ケ丘中，市立柏高校① 

第２期 (平成 38(2026)年～平成 47(2035)年) 

建物 小学校 中学校・高等学校 

校舎 柏一小，光ケ丘小，田中北小，富勢小，

柏七小，柏八小，酒井根小，藤心小， 

高田小，増尾西小，豊小，酒井根東小，

松葉一小，大津一小，大津二小 

柏三中，南部中，逆井中，高柳中 

屋内運動場 柏一小，柏三小，柏五小，柏六小，土小，

田中北小，西原小，土南部小，柏八小，

中原小，酒井根西小，増尾西小，逆井小，

富勢東小，旭東小，松葉一小，花野井小，

富勢西小，十余二小，高柳小，大津二小，

高柳西小 

田中中，柏五中，西原中，逆井中，

中原中，豊四季中，風早中，手賀中，

高柳中 

  第３期 (平成 48(2036)年～平成 57(2045)年) 

建物 小学校 中学校・高等学校 

校舎 柏二小，柏三小②，柏四小，柏六小， 

土南部小，旭小，酒井根西小， 

名戸ケ谷小，富勢東小，旭東小， 

花野井小，富勢西小，風早北小， 

手賀西小 

柏中，富勢中，光ケ丘中，柏五中，

酒井根中，西原中，松葉中，風早中，

手賀中 

屋内運動場 柏四小，手賀東小 柏三中 

第４期 (平成 58(2046)年～平成 67(2055)年) 

建物 小学校 中学校・高等学校 

校舎 柏五小，松葉二小，十余二小，風早南小，

手賀東小，高柳西小，柏の葉小 

柏二中，土中，中原中，豊四季中 

市立柏高校② 

屋内運動場 風早南小，柏の葉小 柏中 

市立柏高校② 

柏三小について，①は一部校舎の建替，②はその他の校舎の整備とする。 

市立柏高校について，①は校舎（本校舎），旧体育館の整備，②は校舎（会議室棟），新体育館の整備とする。 

表 9 整備スケジュール（第１期から第４期） 
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 ５ 計画のまとめ 

本計画では整備方式を４つに区分することで，全体的な保有建物の老朽化を軽減し，費用

の削減と平準化を図っています。今後の長寿命化改修の実施時には，施設整備の水準・費用

について検討しながら進めていきます。 

 また，財政目標ラインに納まるよう整備を進めますが，人口減少や社会保障費の上昇などに

より，財政目標ラインが下がることが予想されます。このため，今後は児童生徒数にあわせた

減築や適正配置などにより，効率的に施設整備を行います。  
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図 19 計画のまとめ 
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1 全体的な老朽化の軽減

これまでの機能回復中心の改修 から、長期に建物を使う
ための機能向上、教育環境の向 上などへ転換を行う

老朽化した建物に、どのような改修 をすれば建物が必要水準
を満たせるか、80年使うため の改 修内容と整備費用が重要。

2 長寿命化改修の内容 と整備費用

校舎の整備方法を4つに区分

3 施設（校舎）の整備区分の使い分け

躯体補修
内部改修 等

学校機能の向上機能回復

機能向上

長寿命化 改修

トイレ改修
維持修繕

従来の
改修内容

機能向上や整
備レベルの向

上を追加

外部改修
設備更新 等

機能回復

棟が全体的に老朽化している学校を建替型とし、

・将来の建替の山を軽減する。

・保有全体が老朽化することを防ぐ。

・整備費用を平準化する。

整備時期が30～60年前に集中し、全体的に
老朽化が進んでいる。

また、これまでの改修は機能回復中心で、
内部の改修や機能向上はあまり行っていない。

効率的に長寿命化と建替を使い分けることで

整備費用を平準化し、整備時期の集中を抑える。

全体建替型

建替、長寿命
化併用型

長寿命化型

大規模改修

全ての棟を建替する。

築年数が47年以前の棟は建
替、47年未満の棟は長寿命化
改修する。

全ての棟を長寿命化改修する。

大規模改修を実施し、20年後
に建替か長寿命化改修する。

この55年間で全体的に老朽化してきている

・大部分の建設がこの時期に集中
・ピーク時は4～5棟の校舎をもつ学校を一括で新設

集中整備を行ってきた２５年 校舎増築や機能回復中心の３０年
建替・長寿命化の併用による対応

1期に建替

児童生徒数は

現在（2018）までに
ピーク時から39％減

児童生徒数
1984年 50,970人

児童生 徒数
2018年 31,886人（-37％） 児童生徒数

2038年 28,047人（現在から-10％）

今後20年で10％減少（約0.3万人減）

児童生徒数の変化に対応した適正配置・適正規模化が必要となる

直近の改修
22.3億円/年

耐震補強・トイレ改

修・その他の機能
回復（修繕）を実施

現在

築30年以上 243棟 75.2％ 32.3万㎡ 80.2％ 第1期計画
2019～2025

第2期計画
2026～2035

第3計画
2036～2045

第4期計画
2046～2055

長寿命化

大規模改修

建替

40億円/年に抑える

10億円/年

30億円/年

将来（円）実績（㎡）

経常修繕

旧耐震基準で
1971年以前の建築

40棟 12.4％
6.6万㎡ 16.4％

旧耐震基準185棟 26.9万㎡ 67％

1期に
大規模改修

1期に
長寿命化
改修

対象 64施設 323棟 40.2万㎡

1.0万㎡

1.5万㎡

2.0万㎡

2.5万㎡

3.0万㎡

3.5万㎡

4.0万㎡

4.5万㎡

0.5万㎡ 10億円

10億円

30億円

トイレ，空調設備，給食室等の改修

22億円

・この期間は耐震改修工事、教室不足に対応してき た。
・トイレ改修、普通教室空調設置、給食室改修を 近年実施した。

20億円

1

3

2

4
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1 全体的な老朽化の軽減

これまでの機能回復中心の改修 から、長期に建物を使う
ための機能向上、教育環境の向 上などへ転換を行う

老朽化した建物に、どのような改修 をすれば建物が必要水準
を満たせるか、80年使うため の改 修内容と整備費用が重要。

2 長寿命化改修の内容 と整備費用

校舎の整備方法を4つに区分

3 施設（校舎）の整備区分の使い分け

躯体補修
内部改修 等

学校機能の向上機能回復

機能向上

長寿命化 改修

トイレ改修
維持修繕

従来の
改修内容

機能向上や整
備レベルの向

上を追加

外部改修
設備更新 等

機能回復

棟が全体的に老朽化している学校を建替型とし、

・将来の建替の山を軽減する。

・保有全体が老朽化することを防ぐ。

・整備費用を平準化する。

整備時期が30～60年前に集中し、全体的に
老朽化が進んでいる。

また、これまでの改修は機能回復中心で、
内部の改修や機能向上はあまり行っていない。

効率的に長寿命化と建替を使い分けることで

整備費用を平準化し、整備時期の集中を抑える。

全体建替型

建替、長寿命
化併用型

長寿命化型

大規模改修

全ての棟を建替する。

築年数が47年以前の棟は建
替、47年未満の棟は長寿命化
改修する。

全ての棟を長寿命化改修する。

大規模改修を実施し、20年後
に建替か長寿命化改修する。

この55年間で全体的に老朽化してきている

・大部分の建設がこの時期に集中
・ピーク時は4～5棟の校舎をもつ学校を一括で新設

集中整備を行ってきた２５年 校舎増築や機能回復中心の３０年
建替・長寿命化の併用による対応

1期に建替

児童生徒数は

現在（2018）までに
ピーク時から39％減

児童生徒数
1984年 50,970人

児童生 徒数
2018年 31,886人（-37％） 児童生徒数

2038年 28,047人（現在から-10％）

今後20年で10％減少（約0.3万人減）

児童生徒数の変化に対応した適正配置・適正規模化が必要となる

直近の改修
22.3億円/年

耐震補強・トイレ改

修・その他の機能
回復（修繕）を実施

現在

築30年以上 243棟 75.2％ 32.3万㎡ 80.2％ 第1期計画
2019～2025

第2期計画
2026～2035

第3計画
2036～2045

第4期計画
2046～2055

長寿命化

大規模改修

建替

40億円/年に抑える

10億円/年

30億円/年

将来（円）実績（㎡）

経常修繕

旧耐震基準で
1971年以前の建築

40棟 12.4％
6.6万㎡ 16.4％

旧耐震基準185棟 26.9万㎡ 67％

1期に
大規模改修

1期に
長寿命化
改修

対象 64施設 323棟 40.2万㎡

1.0万㎡

1.5万㎡

2.0万㎡

2.5万㎡

3.0万㎡

3.5万㎡

4.0万㎡

4.5万㎡

0.5万㎡ 10億円

10億円

30億円

トイレ，空調設備，給食室等の改修

22億円

・この期間は耐震改修工事、教室不足に対応してき た。
・トイレ改修、普通教室空調設置、給食室改修を 近年実施した。

20億円

1

3

2

4
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第５章 さらなる改善に向けて 

 

「第４章 学校施設長寿命化計画」において，今後４０年の長期計画を策定しましたが，限り

ある予算の中で着実に計画を実行していくためには，さらなる経費縮減が必要となります。 

柏市の児童生徒数は，今後２０年間で約３，０００人の減少が見込まれていますが，今後も増

加が続く学校や，減少が加速する学校が混在しており，学校の実情にあわせて対応しなければな

りません。 

そのため，学校施設をタイプ分類し，将来変化に応じて学校施設の見直しを検討することが有

効だと考えます。タイプ分類は，「第２章 学校施設を取り巻く現状と課題」に基づき，児童生徒

数・学級数や，諸室の保有状況の変化などを基軸として設定し，施設の優先順位とあわせて常に

見直しを図ることで，変化への柔軟な対応が可能となります。 

柏市では，柏市公共施設等総合管理計画において，今後４０年間で施設総量（延床面積）の 

１３％縮減を目標としています。 

数値目標を達成するため，学校適正規模を下回り一定の教育環境を維持できない場合は，学区

の再編や隣接校との集約化（統合）など検討を始めるとともに，余裕教室が発生する学校につい

ては，多目的室を含め必要な教室数を確保した上で減築複合化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 20 タイプ分類による改善検討 

※ 風早北小については，平成３０年度現在２６学級で大規模校に属するが，標準規模校の区分Ｅと同様の傾向が見
られるため，区分Ｅに含めた。 

タイプ分類による改善検討
学校を
取り巻く
現状と課題

児童生徒数
は，増加対
応が必要な
エリア，減
少対応が必
要な地域と
二極化

老朽化が進
行し，更新
時期を一斉
に迎える

建替，長寿
命化改修と
もに整備費
用が集中す
る

変
化
に
応
じ
た
見
直
し
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

＜タイプ別方向性＞

変化の基軸

学級規模・児童生徒数変化①

周辺公共施設の変化⑤

活用状況変化④

諸室保有状況の変化③

地域変化②

学級規模
（Ｈ30）

学級数変化
（20年後）

学校数 区分

大規模
増 加 ２校 Ａ

横ばい ２校 Ｂ

標準規模

増 加 1校 C

横ばい 13校 Ｄ

減 少 17校 Ｅ

小規模

増 加 １校 Ｆ

横ばい ５校 Ｇ

減 少 １校 Ｈ

学級規模
（Ｈ30）

学級数変化
（20年後）

学校数 区分

標準規模

増 加 2校 Ⅰ

横ばい 7校 J

減 少 7校 K

小規模
増 加 2校 L

横ばい 3校 M

小

学

校

中

学

校

タイプⅢ

直近の増加対応として，
増築等教室不足への対応
が必要

長寿命化改修にあわせて
減築または余裕教室の転
用（複合化）などの検討
が必要

学校規模や教育環境の適
正化に向けた検討が必要

タイプⅠ

タイプⅡ

タイプⅢ

タイプⅡ

タイプⅠ



28 

第６章 計画の継続的運用方針 

 

１ 情報基盤の整備と活用 

安全・安心で，快適な学習環境，生活環境を維持するためには，本計画に基づき改修や建

替といった整備を着実に行うだけではなく，継続的な実態把握により施設の状況を常に把握

しておくが重要です。そのため，建築基準法第１２条の定期点検とあわせた劣化状況調査を

３年に１度実施し，劣化状況評価を見直すとともに，修繕・改修履歴などの情報などを含め

て作成する「建物情報一覧」に蓄積し，本計画の見直しや学校施設全体のマネジメントに活

用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 情報の一元化イメージ図 

 

２ 推進体制等の整備 

本計画は，学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進します。また，他の施設と

複合化を検討する場合は，より有効な活用ができるように関連部署と連携・協力しながら行

います。  

 

  

さまざまな既存資料

文科省
学校施設台帳

設備台帳
（設備年表）

１２条点検
報告書

耐震診断
報告書

躯体詳細調査
報告書

（躯体健全性）
工事台帳

決算書
（投資的経費）

固定資産台帳
設計図書
（竣工図）

内訳書ＩＳ値一覧

建物情報一覧（概要情報）

１次評価 ２次評価
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0
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2
0
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7

2
0
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敷地63,331
㎡

1 北教室棟 R 3 1,593 1967 S42 51 旧 済 済 0.61 H11 22.8 0.6 長寿命 B C B A A 71 無 - - - 湿式 3 無 ― ○○○○○○○○○○○○ ○耐○○◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

延床12,564
㎡

北特別教室棟 R 3 1,139 1968 S43 50 旧 済 済 0.61 H11 34.7 1.3 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○○ ○耐○○○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

全日制 2 管理棟（Ｈ１８耐震改修）　 R 4 1,783 1969 S44 49 旧 済 済 0.62 H11 17.2 0.4 長寿命 A A C A A 78 無 - - - 湿式 11 有 11人乗 ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

666名　20CR 冷暖房機械室（Ｈ１８耐震改修）井戸機械室１５㎡　 R 5 266 1968 S43 50 旧 済 済 H11 19.0 0.4 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

管理棟（Ｈ１８耐震改修）　 R 3 972 1969 S44 49 旧 済 済 H11 19.0 0.4 長寿命 A A C A A 78 無 - - - - - - ― ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

便所 S 2 83 1998 H10 20 新 - - - - 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エレベーター及び多目的トイレ及び倉庫 S 3 59 2000 H12 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - 乾式 2 有 ― △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ●

3 南教室棟（Ｈ１７耐震補強）　 R 3 1,593 1968 S43 50 旧 済 済 0.62 H11 17.9 0.7 長寿命 A A B A A 91 無 - - - 湿式 3 無 ― ○○○○○○○○○○○ ○ ○○○耐○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

南特別教室棟（Ｈ１７耐震補強）　 R 3 1,139 1968 S43 50 旧 済 済 0.62 H11 26.7 0.1 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○ ○ ○○○耐○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

4 生徒昇降口 S 1 238 1996 H8 22 新 - - - - 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 セミナーハウス R 2 696 1994 H6 24 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - 湿式 5 有 ― △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 体育館　 S 2 1,677 1969 S44 49 旧 済 済 H17 22.5 1.3 長寿命 H29 1.38 5115
大規模改
修を行い
劣化状況

D C C A A 53 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○ ○○ ○ ○○○○○耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 剣道場 S 1 0 1970 S45 48 旧 済 済 0.9 H16 - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○ ○ ◎ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 柔道場 W 1 426 2007 H19 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ●

階
数

延床
面積
（㎡）

建築年度

築
年
数

耐震安全性

学校名
調
査
年
度

圧
縮
強
度

試算
上の
区分

トイレ

中
性
化
(cm

)

所見

屋
根
・

屋
上

外
壁

内
部
仕
上
げ

調
査
年
度

敷地面積
延床面積

学級数
学科

表
示
順

棟名
構
造 西暦 和暦

基
準

診
断

補
強

ＩＳ
値

（改
修

後）

電
気
設
備

機
械
設
備

健全
度

（100
点
満

点）

エレ
ベー
ター
の

有無

床
仕
様

多
目
的
の
有
無

空調

教
室
空
調
有
無

教
室
数

方
式

設
置
団
体

20年後 30年後10年後30年前 20年前

1
9
8
9

10年前

～

2
0
3
8

2
0
3
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～

2
0
4
8

～

1
9
9
8

1
9
9
9

～

2
0
0
8

2
0
2
9

中
性
化

災
害
復
旧

災
害
復
旧

鹿本

箇
所
数

圧
縮
強
度

耐
力
度

(1) 基礎情報 (2) 躯体の健全性 (3) 劣化状況 (4) 仕様・機能情
報
の
一
元
化
・
見
え
る
化

(6) 計 画(5) 履 歴

履歴情報（主要）劣化状況（概要）躯体健全性

学校単位

棟単位

全体把握

１

３

現在

カルテ（詳細情報）２

平成26年度調査

年度）

㎡ 地上 4 階 地下 1 階

基礎 □ 不同沈下がある

（基礎、柱、梁 鉄筋コンクリート造 □ 爆裂・露筋箇所がある

　壁、床） ■ 1mm以上のクラックがある

■ 1mm未満のクラックが部分的にある

□ 0.3mm未満のひび割れがかなりある

鉄骨造 □ 錆による穴あき、破断箇所がある

木造 □ 腐食・蟻害による欠損箇所がある

１ □  ｽ ｧ  保護防水 （ ）㎡ □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □  ｽ ｧ  露出防水 ■ 天井等に雨漏り痕がある

■ シート防水、塗膜防水 ■ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やドレンを目視点検できない

２ ■ 複層塗材 （ ）㎡ □ 鉄筋が見えているところがある

■ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

■ 金属系パネル ■ タイルや石が剥がれている

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ 大きな亀裂がある

□ その他の外壁 （ ）

３ ■ アルミ製サッシ （ ）㎡ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

開口部 □ 鋼製サッシ ■ 窓・ドアに錆が多くみられる

□ 断熱サッシ、省エネガラス

□ その他開口部 （ ）

４ 外部 ■ バルコニー （ ）㎡ □ 鉄筋が見えているところがある

その他 □ 外部廊下、ピロティ （ ）㎡ □       等の落下の危険がある

□ 外階段 （ ）㎡ □ 手すりが錆・腐朽している

□ ﾀ ｯ  、庇、竪樋等に劣化がある

５ ■ 天井高6ｍ超の室 （ ）㎡ □       の床・壁にヒビがある

□ 体育室等の木製床 （ ）㎡ □ 天井が破損し落下の危険がある

■ 便所 （ ）㎡ □ 床仕上材に使用上の支障がある

６ □ 組積造・ＣＢ造の塀 （ ）ｍ □ 地盤沈下による不具合がある

□ 擁壁 （ ）㎡ □ 塀・擁壁に倒壊の危険がある

■    ﾛ  等の舗装 （ ）㎡ □ 舗装に凹凸があり危険

特記事項（12条点検、消防点検、メーカー点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

※ 構造種別、延床面積等の基本情報が現況と異なる場合は赤字で訂正してください。
※ 該当ある項目を（■）とし、（　）内及び各欄に必要事項を記入してください。
※ チェックリストにある代表的な劣化事象以外に不具合・劣化がある場合は特記してください。

（建築調査者よりの所見）
・屋根、屋上防水は箇所により改修履歴が異なり、この度の評価としてはＡ・Ｂ・Ｄに分類されるものと判断します。ですので、建物全体での総合
評価はＣとして
　おりますが、やはり屋根ごとの防水状況の管理が必要と思われます。
・外壁吹付材は目視においては、特段不良は目立ちませんが、築年数によれば、外壁改修が望ましいと思われます。

Ｂ

Ｂ（室内）

内部

一部、舗装面
にくぼみが見
られるが、危
険はない。

外構

Ｂ

Ｃ

外部 外部ｽ   製
建具は錆が
見られる。

Ｃ

外壁 構造  ｯ によ
る  ﾛ ｯ  ｽ
が部分的に見
られる。

屋根の数が
多く、箇所ごと
に改修履歴が
異なる為、屋
根ごとに経過
観察の上改
修が望まし
い。

Ｃ

（舞台屋上） 1

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

建
築

屋根 Ｈ24 防水改修

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

直近の工事履歴 劣化状況
（複数回答可）

箇所数 特記事項 評価

躯体 構造  ｯ が
部
分的に確認で
きる。

Ｃ

構造種別 鉄筋コンクリート造 延床面積 5,954 階数

部位 劣化状況（複数回答可）

主管課名 記入者

棟名 建築年度 昭和54 年度（ 1979

番号

施設名 調査日 平成26年12月9日

各部位の劣化状況
・範囲・コメント(詳細)

（劣化状況） （劣化写真）
● 築年別整備状況 ● 将来コスト
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33

以

前

35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

（㎡）

築20年以上 323棟（84%） 39.5万㎡（86%）

対象建物

385棟

46.2万㎡

（年度）

築30年以上 274棟（71%） 36.5万㎡（79%）
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Ｓ

33

以

前

35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

（㎡）

築20年以上 103棟（83%） 13.2万㎡（83%）

対象建物

124棟

15.9万㎡

（年度）

築30年以上 78棟（63%） 11.4万㎡（72%）

全 64施設 323棟 40.2万㎡

小学校
（42施設 193棟 23.4万㎡）

中学校
（21施設 123棟 14.8万㎡）

高等学校

（1施設 7棟 2.0万㎡）

築30年以上 243棟 75.2％ 32.3万㎡ 80.2％

築20年以上 278棟 86.1％ 34.4万㎡ 85.5％

中学校（校舎）

中学校（体育館）

小学校（体育館）

小学校（校舎）

高等学校（体育館）

高等学校（校舎）

中学校（武道場）

高等学校（武道場）

中学校（給食棟）

小学校（給食棟）

高等学校（部室棟）

築50年以上
22棟 6.8％

3.6万㎡ 8.9％

築40年以上
111棟 34.4％

16.1万㎡ 39.9％

築30年以上
110棟 34.1％

12.6万㎡ 31.4％

築20年以上
35棟 10.8％

2.1万㎡ 5.3％

築10年以上
17棟 5.3％
2万㎡ 4.9％

築10年未満
28棟 8.7％

3.9万㎡ 9.7％

柏第一小・
田中小学校
校舎（最古）

柏の葉中学校
（最新）

新耐震基準（S56年より後の建築）
138棟 42.8％ 13.3万㎡ 33.1％

旧耐震基準（Ｓ46
年より後の建築）

145棟 44.8％
20.3万㎡ 50.5％

旧耐震基準
（Ｓ46年より前の建築）

40棟 12.4％
6.6万㎡ 16.4％
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修繕維持費 中規模修繕 中規模積み残し 長寿命化修繕 大規模改修 大規模積み残し 長寿命積み残し

緊急修繕 取り壊し等 建替え 建替え積み残し その他集計 縮減値 個別工事

（億円）

大規模改造2019年時点で築41年以
上築50年未満の建物の
大規模改造

40年間の総額
1,981億円

40年間の平均
50億円/年

建替中規模修繕

削減効果 38％

削減効
果

修繕（500円/㎡）

（億円）

Ａ案

20年 30年 40年中期（10年）

総額・・・円
・・・円/年

総額・・・円
・・・円/年

長寿命化改修

中規模改修部位改修

建替え

長寿命化による削減効果



29 

2019

(H31)

2020

(H32)

2021

(H33)

2022

(H34)

2023

(H35)

2024

(H36)

2025

(H37)

2026

(H38)

2027

(H39)

2028

(H40)

2029

(H41)

2030

(H42)

2031

(H43)

2032

(H44)

2033

(H45)

2034

(H46)

2035

(H47)

2036

(H48)

2037

(H49)

2038

(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039

(H51)
～

2048

(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積

（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

集約化 今後の
コスト

廃止

柏市の基本方針の実
現へ

⚫施設総量の削減

⚫施設情報の把握（施設

カルテ）

⚫施設の集約化・複合化

⚫業務のアウトソーシング

等

DO
実施

PLAN
計画

ＰＤＣＡの確立
CHECK

点検

ACTION
改善

保全内容(使用年数･改修ｻｲｸﾙ)

20年 ・30年

長
寿
命
化
の
実
施
計
画
の
策
定

出典：柏市総合管理計画

市
の
将
来
変
化
の
把
握

（
ソ
フ
ト
面
）
改
善
検
討

2019
(H31)

2020
(H32)

2021
(H33)

2022
(H34)

2023
(H35)

2024
(H36)

2025
(H37)

2026
(H38)

2027
(H39)

2028
(H40)

2029
(H41)

2030
(H42)

2031
(H43)

2032
(H44)

2033
(H45)

2034
(H46)

2035
(H47)

2036
(H48)

2037
(H49)

2038
(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039
(H51)

～
2048
(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積

（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

143,162 143,162 143,162

123,761 123,761 123,761

32,048 32,048 128,852

32,048 32,048

32,048 32,048

373,807 373,807

8,710 8,710 8,710

127,788 127,788 127,788

33,289

373,807 373,807

80,301 80,301 80,301

2019
(H31)

2020
(H32)

2021
(H33)

2022
(H34)

2023
(H35)

2024
(H36)

2025
(H37)

2026
(H38)

2027
(H39)

2028
(H40)

2029
(H41)

2030
(H42)

2031
(H43)

2032
(H44)

2033
(H45)

2034
(H46)

2035
(H47)

2036
(H48)

2037
(H49)

2038
(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039
(H51)

～
2048
(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積

（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

大規模改修

改築

改善１

建物情報一覧

ハード面の
ルール

（保全計画）

現在

（中長期の視点で
見直す）

保有する公共施設の
長寿命化計画への反映

継続的に効果を生み出す

直近の事業
（１０年間）

人口変化

今後の
コスト

見直し

今後４０年間の計画
（目標使用年数・修繕・改修）

現在 20年後10年後

変化に応じた
継続的な
見直し･
改善検討

今後
の変化

公共施設

人口
継続的な

管理・運営

の見直し

改善４

改善２ 改善３

横断的
視点で
見直す

継続的な実施

変化
要因

公共施設

策定後

今回

他の公共施設を
含めた地域単位
の集約・再編検討

上位計画 財政状況 教育環境

現在

75.6万㎡

高齢者人口
生産年齢
年少人口

地域変化
（開発動向）

学校体育館

近隣センター
小学校

保育園

小学校体育館は
更新せず、
近隣センター体
育館と共用化

維持管理業務
の一括化等運
営面の連携

ニーズの少な
い調理機能は
学校と共用化

A小学校

B小学校

C小学校 D小学校

E小学校

A中学校

B中学校

複数校で
施設の共用化

複数校で施設
の共用化検討

1.3倍の
かい離

３ フォローアップ 

本計画は，学校施設の老朽化状況を踏まえ，改修や建替の優先順位を設定して標準的な維

持・更新費用を算出し，現状の余裕スペースの状況を加味して今後の維持・更新費用を算出

しました。今後は，学校教育を取り巻く環境の変化や，児童生徒数の動向など，将来変化を

反映して５年ごとに計画の見直しを行います。 

また，上位計画である柏市公共施設等総合管理計画など他の関連計画の進捗状況を踏まえ，

市全体の公共施設マネジメントと連携して本計画を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 継続的な見直しイメージ図 
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本計画における用語の定義 

用語 定義 

インクルーシブ教育 障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組みのことで，

個別の教育的ニーズのある児童生徒に対して，多様で柔軟

な仕組みを整備すること。 

柏市公共施設等総合管理計画 本計画の上位計画で，平成２９（２０１７）年３月に公共

施設等の最適化を図るための取組等を推進する計画とし

て今後の公共施設等の管理の基本的な考え方を示した。 

旧耐震基準，新耐震基準 建築基準法に基づき定められた，建築物の設計において適

用される，地震に耐えることのできる構造の基準。昭和 

５６（１９８１）年６月１日以前の基準を旧耐震基準，そ

れ以降の基準を新耐震基準と呼ぶ。 

建築基準法第 12条の定期点検 建築物等の安全性や適法性を確保するために，専門の技術

者（調査者・検査者）により建築物等を定期的に調査・検

査し，特定行政庁に報告する制度。 

構造躯体 建築構造を支える骨組みにあたる部分のことで，基礎・基

礎ぐい・壁・柱・小屋組・土台・斜材(筋かいなど)・床版・

屋根版又は横架材(梁など)を指す。 

個別施設計画 公共施設等総合管理計画に基づき、個別施設ごとの対応方

針を定める計画として、施設の状態や維持管理・更新等に

係る対策の優先順位の考え方、対策の内容や実施時期を定

めるもの。 

財政目標ライン 柏市財政部局，営繕管理部局等を含めた全庁的な体制で定

める財政上の目標ラインのこと。 

施設関連経費 施設整備費及び維持修繕費等の総計のこと。 

大規模改修 建物や設備の不良箇所・劣化個所を直し，建築当初の機能

回復を行う改修工事。 

長寿命化改修 既存の建物を長期に使用するため，建物や設備の不良箇所

・劣化個所の改修だけでなく，耐久性を高め，社会的要請

に対応し機能向上をすることで，物理的な建物の目標使用

年数まで建物を安全・安心に，支障なく使用することがで

きるようにする改修工事。 

長寿命化計画 本計画において，より具体的な整備手法，整備費用，整備

スケジュールを定めるもの。 

メディアセンター 図書室とコンピューター室を関連づけ，調べ学習と連続し

て，まとめる，発表するなどの学習活動が効果的・効率的

に行えるよう整備する諸室のこと。 

余裕教室 普通教室，特別教室及び管理諸室として使われていない教

室のこと。 
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